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【相互作用防止】 

Q：ブロプレスＴＭ、アムロジピンＴＭ、パリエットＴＭ、カロナールＴＭ、つくしＴＭＡＭ散、レンドルミ

ンＴＭ、ラシックスＴＭ、バイアスピリンＴＭ、フォイパンＴＭ、エクセラーゼＴＭ、ニコランジルを服

用中。眼科からクラビットＴＭ錠が処方されたが、相互作用は？（県民） 
 

A：つくしＴＭＡＭ散との併用によりクラビットＴＭ錠の吸収が低下し効果が減弱するので、クラビット

ＴＭ錠の服用１～２時間後につくしＴＭＡＭ散を服用する。 

カロナールＴＭとの併用により過度の体温低下を起こすことがあるので、注意する。 

 

Q：ユニシアＴＭ配合錠、ピタバスタチン、エビスタＴＭ、エディロールＴＭ、アスパラＴＭCa 錠を服用中。

セフゾンＴＭ、ロキソニンＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：ユニシアＴＭ配合錠とロキソニンＴＭで、ユニシアＴＭ配合錠の降圧作用減弱、腎機能障害者では腎機

能悪化のおそれがあり、併用注意。 

 

Q：アルジオキサ、オルメテックＴＭ、レボチロキシン、デパスＴＭ、アリナミンＴＭＦ、ウルソＴＭ、フ

ェキソフェナジン、メコバラミンＴＭ、フェブリクＴＭ、ピタバスタチン、アムロジンＴＭ、ラベプ

ラゾールＮａ、ノイトロジンＴＭを服用中。セフゾンＴＭ、ロキソニンＴＭとの相互作用は？（歯科

医師） 
 

A：アルジオキサとセフゾンＴＭの同時服用はセフゾンＴＭの吸収が低下し効果が減弱するので、２時間

以上間隔をあける。 

オルメテックＴＭとロキソニンＴＭは、オルメテックＴＭの降圧作用減弱、腎機能障害者では腎機能悪

化のおそれがあり、併用注意。 

ラベプラゾールＮａを消化性潰瘍のために服用中であれば、ロキソニンＴＭは禁忌。 
 

Q：カソデックスＴＭ、アダラートＴＭＬ、ブロプレスＴＭ、重質酸化マグネシウム、タガメットＴＭ、ウ

リトスＴＭ、マーズレンＴＭＳ、クリアナールＴＭ、テオロングＴＭを服用中。カロナールＴＭ、ルリッ

ドＴＭまたはフロモックスＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：テオロングＴＭとルリッドＴＭで、テオロングＴＭの血中濃度の上昇により中毒症状（吐気、頭痛等）

が現れるおそれがあり、併用注意。 

タガメットＴＭを消化性潰瘍のために服用中であれば、カロナールＴＭは禁忌。 

添付文書にて、消化性潰瘍への禁忌がなく、歯痛の適応があるのは、ＳＧＴＭ配合顆粒、キョーリ

ンＡＰ２ＴＭ配合顆粒、立効散。 

 
 
 
 
 
 



Q：ラベプラゾールＮａ、アーチストＴＭ、ラシックスＴＭ、アムロジピン、クレストールＴＭ、ロサルタ

ンＫを服用中。セフゾンＴＭ、ロキソニンＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：ラベプラゾールＮａを消化性潰瘍のために服用中であれば、ロキソニンＴＭは禁忌。 

ラシックスＴＭとロキソニンＴＭで、ラシックスＴＭの利尿作用減弱のため、併用注意。 

ロサルタンＫとロキソニンＴＭで、ロサルタンＫの降圧作用減弱、腎機能障害者では腎機能の悪化

のおそれがあり、併用注意。 

 

Q：メチコバールＴＭ、メインテートＴＭ、フルイトランＴＭ、ミカルディスＴＭ、酸化マグネシウムを服

用中。ロキソニンＴＭまたはカロナールＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：ロキソニンＴＭとメインテートＴＭ、フルイトランＴＭ、ミカルディスＴＭで、降圧・利尿作用の減弱、 

腎機能障害者では腎機能悪化のおそれがあり、併用注意。 

カロナールＴＭとフルイトランＴＭで、フルイトランＴＭの利尿作用減弱のため、併用注意。 

 

Q：アレビアチンＴＭ、酸化マグネシウムを服用中。ルリッドＴＭ、カロナールＴＭまたはロキソニンＴＭ

またはボルタレンＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：アレビアチンＴＭの長期連用者は、アセトアミノフェンの代謝物のＮ-アセチルｐ-ベンゾキノンイ

ミンによる肝障害を生じやすくなるため、カロナールＴＭと併用注意。 

 

Q：アクトスＴＭ、リピトールＴＭ、アマリールＴＭ、メトグルコＴＭ、テネリアＴＭを服用中。フロモック

スＴＭとロキソニンＴＭとの相互作用は？（歯科医師） 
 

A：アマリールＴＭとロキソニンＴＭで、血糖降下作用増強のおそれがあり、併用注意。血糖値その他患

者の状態を十分観察し、必要に応じていずれかの投与量を調節する。 

 

Q：フェジンＴＭを、ネオラミンＴＭ・スリービーと混合して良いか？（薬局） 
 

A：フェジンＴＭのｐＨは 9.0～10.0 で、ｐＨ変化により変化を起こしやすく、ｐＨ4.71 以下では混濁、

結晶析出を起こす。ネオラミンＴＭ・スリービーのｐＨは 3.0～5.0 で、混合により沈殿を生じる

ため、混合しない。 

 

【適正使用】 

Q：タミフルＴＭとカロナールＴＭを服用。鼻水・のどの痛み等のため、以前もらっていたＰＬＴＭ配合顆

粒を一緒に服用して良いか？（県民） 
 

A：以前もらった薬は服用しない。自己判断で薬を服用して起きた副作用には副作用被害救済制度は

適用されない。ＰＬＴＭ配合顆粒は、カロナールＴＭと同じ成分を含有し、過量服用で肝障害が起こ

るおそれがあり、併用しない。 

 

【副作用防止】 

Q：アクトネルＴＭを粉砕して良いか？（薬局） 
 

A：咽喉頭や食道への刺激作用があるため粉砕不可。 

 


